














The Social Capital from Mountain Pilgrimage 














In this paper, I consider the creation of social capital in the tradition of mountain 
pilgrimage, as well as the various effects of that capital for well-being. 
In pilgrimage to Dewa-Sanzan, social capital among the pilgrims is created 
through cooperation and acceptance of climbing worship based on “gratitude.” This 
social capital develops bonds among believers in their everyday lives, which are also 
sustained across generations. Although this social capital has significance for 
individual well-being and ethics among the pilgrims, the resulting inner cohesiveness 
limits relations with outsiders and constrains the flexibility needed for future 
development. 
 
Keywords: social capital, mountain pilgrimage, Dewa-Sanzan. 
                                                            
* 中京大学・非常勤講師	 nagasawa@w9.dion.ne.jp 



































範、ネットワークのような社会的組織の特徴 ［Putnam, et al. 1993: 167］ 
	 SC の概念はゆるやかであることから、論者によってさまざまな用いられ
方をしているが、ここでパットナムが挙げている「信頼」の概念は、多く






















































































する修験者たちが担っていた。しかし、明治 2 年に神仏分離令、さらに 5
年には修験宗廃止が伝達されたことで、山内の清僧修験は廃され、門外の





















































ところが全宿坊の宿泊客総数を見ると、2005 年度は 15,262 人であったが、

















































































































SC が生成されている仕方が見られ、次に見た K 氏の例では、登拝困難な人
さえも登拝を達成させるというSCの力が見られた。登拝における協働と互
助は、SC をつくりだし、またその SC は登拝達成の力を発揮させるものと
して考えることができるのである。 
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 おなじ講メンバーだけで育まれた SC は、のちに海外旅行への同行という
かたちに現れた。ここから登拝行事で作り出された SC が、地域社会におけ




して登拝したので 2010 年は休止したという。さらには月 2 回、地域の男性
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が「行堂」と呼ばれる建物に朝から集合し、出羽三山への祈りをささげる





































































































































(1) 羽黒山の人々に対する調査は以下の通り。宿坊を経営する 5 名、および行政関
係者 2 名に対して、2008 年 3 月、および 2009 年 8 月にインタビューを行った。
さらに 2009 年 9 月に宿坊全戸に対し郵送でアンケート調査を行った。 
(2) 参拝する側の講の人々に対する調査は以下の通り。千葉県内における講信者２
名に対して、2009 年 12 月、および 2010 年 9 月にインタビューを行った。さら
に 2010 年 9 月に講の儀礼を調査し、そのさい 3 名に対して聞き取りを行った。 
(3) 鶴岡市の総人口は 2005 年現在で 142,384 人となっており、羽黒地域の総人口は
9,323 人、このうち手向地区は 10 の集落から構成され人口は 1,692 名、世帯数





万人、2006 年が 68 万人と、44.7%と大幅な減少傾向を示している。 
(4) 2011 年現在はいくつかの宿坊が休止状態にあるということであるが、現在のと
ころ確認はとれていない。 
(5) 2009 年 8 月 6 日聞き取り。K 氏は 1972 年生まれ。 
(6) 2009 年 8 月 4 日聞き取り。H 氏は聞き取り当時 48 歳。 
(7) 2009 年 8 月 6 日聞き取り。 
(8) 2009 年 8 月 4 日聞き取り。 
(9) T 氏は 1946 年生まれ。 
(10) 2010 年 9 月 7 日聞き取り。 
(11) 2009 年 9 月実施。 
(12) 2010 年 9 月 11 日聞き取り。 
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